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多
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危
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な
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で
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手
入
れ
の
行
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届
い
た
森
林
が

持
つ
優
れ
た
機
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も
発
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さ
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な
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残
念
な
こ
と
に

今

多
く

の
里
山
で
森
林
が
放
置
さ
れ
て

い
る

採
算
の
と
れ
る
林
業
経

営
は
難
し
く

さ
ら
に
高
齢
化

や
過
疎
化
に
よ
る
人
手
不
足
が

原
因
と
な

て
い
る
そ
し
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放
置
さ
れ
た
里
山
の
生
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多
様
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を
失
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世
界
で
は
人
が
増
え
て
地
球
環

境
の
危
機
が
心
配
さ
れ
て
い
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の
に

日
本
で
は
人
が
い
な
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た
め
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自
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と
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と
の
バ
ラ

ン
ス
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保
つ
こ
と
が
で
き
な
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の
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人
口
減
少
と
高
齢
化
は

日

本
の
経
済
や
福
祉
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い

自

然
と
人
間
の
活
動
が
共
存
で
き

る
社
会
の
構
築
に
と

て
も
重

要
な
課
題
な
の
で
あ
る
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